
平成29年３月３日  

 

 魚沼市議会議長 浅 井 守 雄  様 

 

産業建設委員会 

委員長 岡 部 計 夫    

  

産業建設委員会調査報告書 

 

 本委員会は、所管事務について下記のとおり調査したので、魚沼市議会会議規則

第110条の規定により報告します。 

 

記 

 

１ 調査事件名（１）所管事務調査について 

       （２）閉会中の所管事務調査について 

（３）その他 

 

 

２ 調査の経過  ３月３日に委員会を開催し、付託案件の審査及び所管事務につ

いて調査を行った。 

         所管事務調査については、水の郷工業団地第２期事業計画の進

捗状況について執行部より報告を受け、質疑を行った。 

         閉会中の所管事務調査については、これを行うこととした。 

         その他で、有機センター臭気対策に係る低温発酵処理の可能性

検証について及び魚沼市水道事業・下水道事業経営戦略(案)に  

ついて執行部より報告があり、質疑を行った。 
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産業建設委員会会議録 
１ 審査事件 

（１） 議案第 32 号 魚沼市公営企業の設置等に関する条例及び魚沼市水道条例の一部改正に 

ついて 

（２）議案第 34 号 市道路線の変更について 

 

２ 調査事件 

（３） 水の郷工業団地第２期事業計画の進捗状況について 

（４） 閉会中の所管事務調査について 

（５） その他 

   ・有機センター臭気対策に係る低温発酵処理の可能性検証について 

   ・魚沼市水道事業・下水道事業経営戦略(案)について 

 

３ 日  時  平成 29 年３月３日 午後１時 30 分 

 

４ 場  所  広神庁舎 301会議室 

 

５ 出席委員  志田 貢、岡部計夫、関矢孝夫、星 吉寛、下村浩延、森島守人 

              （浅井守雄議長） 

 

６ 欠席委員  なし 

 

７ 説 明 員  佐藤市長、渡辺商工観光課長、星農林課長、佐藤土木課長、 

滝沢ガス水道局長、富永業務課長 

 

８ 書  記  櫻井議会事務局長、中川主任 

 

９ 経  過 

 

開  会（13：30） 

 

岡部委員長  定足数に達していますので、ただいまから産業建設委員会を開会します。本委

員会に付託された議案について審査願います。 

 

（１） 議案第 32 号 魚沼市公営企業の設置等に関する条例及び魚沼市水道条例の一部改正に 

ついて 

 

岡部委員長  日程第１、議案第 32 号 魚沼市公営企業の設置等に関する条例及び魚沼市水

道条例の一部改正についてを議題とします。執行部より補足説明はありませんか。 

滝沢ガス水道局長  特段ありません。 
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岡部委員長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

志田委員  今回、湯之谷簡易水道に蓑和田が加えられたということで、ほかにも上水道ある

いは簡易水道に入っていない地区等ありますか。 

滝沢ガス水道局長  本日お配りしました魚沼市水道事業経営戦略の 36 ページに位置図があ

りますが、湯之谷地区に小さい紫色のがあります。これが組合の水道で５つあります。こ

のうちの一つ、小出よりのところが簑和田です。残り４組合が残っています。 

志田委員  新しく蓑和田が加わりますが、人数は何人ですか。 

滝沢ガス水道局長  家屋で 11 軒、46 人追加になるということであります。 

星委員  給水区域に蓑和田が追加されておりますが、これは湯之谷芋川の中に入ってる蓑和

田なんですが、その辺の整合性はどうなってますか。集落ごととなると芋川になりますが、

蓑和田は集落でもないし、11 軒ということですが、あとのところは集落単位みたいですが

どうですか。 

滝沢ガス水道局長  あくまで組合の水道ですので、集落に限ったものではないと判断してお

ります。今回、入っていただくのは湯之谷簡易水道でございます。 

星委員  蓑和田は湯之谷芋川の集落だから、条例の表記に蓑和田というのを追加しなくても

いいんじゃないかと思うんですが、どうですか。 

富永業務課長  蓑和田と芋川ですが、蓑和田も、芋川は湯之谷芋川ということで、大字の名

称になっております。この地区、湯之谷芋川から上折立にかけて組合営の水道がたくさん

ある関係で、地域の名前やわかりやすい名前で呼んでいるということであります。 

関矢委員  組合の水道というのを今度は簡易水道に入れるわけですけども、既設の水道管等

があって、ただそれに継続するという工事とかがあるんですか。 

滝沢ガス水道局長  ほぼ簡易水道と接続するような段階まで配水管がいってますので、29

年度の予算ではこの接続の関係で 100 万円ほど計上しております。 

関矢委員  本管だけどこか１カ所接続すれば、つながるということですか。 

滝沢ガス水道局長  関矢委員おっしゃるとおりです。 

岡部委員長  ほかに質疑はありませんか。（なし）これで質疑を終結します。討論を省略し、

採決することに異議ありませんか。（異議なし）異議なしと認めます。よって、討論を省

略し採決することに決定しました。これから、議案第 32 号を採決します。お諮りしま

す。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。（異議なし）異議なしと認

めます。よって、議案第 32 号 魚沼市公営企業の設置等に関する条例及び魚沼市水道条

例の一部改正については、原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

 

（２）議案第 34 号 市道路線の変更について 

 

岡部委員長  日程第２、議案第 34 号 市道路線の変更についてを議題とします。執行部よ

り補足説明はありませんか。 

佐藤土木課長  特にございません。 

岡部委員長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。（なし）質疑なしと認めます。

これで質疑を終結します。討論を省略し、採決することに異議ありませんか。（異議なし）

異議なしと認めます。よって、討論を省略し採決することに決定しました。これから、議
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案第 34 号を採決します。お諮りします。本案は原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。（異議なし）異議なしと認めます。よって、議案第 34 号 市道路線の変更につい

ては、原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

    

（３） 水の郷工業団地第２期事業計画の進捗状況について 

 

岡部委員長  日程第３、所管事務調査についてを議題とします。水の郷工業団地第２期事業

計画の進捗状況について、資料が配付されておりますので執行部に説明を求めます。 

渡辺商工観光課長  お手元に配布の資料にのっとって説明申し上げます。（資料「水の郷工

業団地第２期事業計画の進捗状況について」により説明）今回の第１回定例会の補正予算

におきまして債務負担行為を設定させていただき、今年度中に契約に入りたいということ

でお願いをしたところでございます。  

岡部委員長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

星委員  １名同意できなかったということですが、裏面の図でどこになりますか。 

渡辺商工観光課長  網掛け部分の右斜め下の部分、1.1 ヘクタール程度の場所になります。 

関矢委員  この未買収地は１期のときからだと思うんですが、これはこの先も交渉続けると

いうことですか。 

渡辺商工観光課長  誠意を持って継続交渉をしていきたいと思っています。ただ、相手のあ

ることですので、最終的な部分について現段階では明言できませんけども、交渉は続けま

す。 

関矢委員  相手のあることで交渉ができなかったと、どうしても売っていただけない、代替

えもだめだという話になったらどういう手続きになりますか。弊害はあるんですか。   

渡辺商工観光課長  今のエリアを含んで開発行為の許可を得ておりますので、仮にそうなっ

た場合には開発行為の変更手続きが必要になってきます。 

岡部委員長  ほかに質疑はありませんか。（なし）これで質疑を終結します。本件について

は、以上としたいと思います。 

 

（４） 閉会中の所管事務調査について 

 

岡部委員長  日程第４、閉会中の所管事務等の調査についてを議題とします。お諮りします。

本委員会が、閉会中に所管事務等の調査を行うことについて、議長あて申し出したいと思

います。ご異議ありませんか。（異議なし）異議なしと認めます。したがって、閉会中の

所管事務等の調査については、議長あて申出を行うことに決定いたしました。 

 

（５）その他 

・有機センター臭気対策に係る低温発酵処理の可能性検証について 

 

岡部委員長  日程第５、その他を議題とします。まず、有機センター臭気対策に係る低温発

酵処理の可能性検証について、資料が配布されていますので執行部より説明を求めます。 

星農林課長  有機センターの臭気対策につきましては、平成 28 年度施設改修ということで
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多額の予算を計上し計画しておりましたが、国県の助成金をいただき建設した施設の改修

ということになりますと、国県の最終的な了解をとらなくてはならず、前年から継続的に

協議はしておったんですが、協議が整わなく今議会の補正予算で、予算を落とさせていた

だきました。あわせて、この有機センターの臭気対策につきましては、中で働く従業員の

環境等問題も含め、産業建設委員会からもいろいろ意見をいただいておりました。そうい

った中で昨年９月から市からの依頼というよりも、民間の方が自分のところでやっている

ことを有機センターに生かせないかと提案があり、この低温発酵による処理についての検

証に私どもも参加させていただいて行っていました。東京工業大学の先生方が入ってまで

検証したのは、試験機関である星健グループさん、広神の山田に籾殻の堆肥をつくる工場

を持っており、ＪＩＣＡ、国際協力機構を通じて今海外へその堆肥を使えないかという実

証実験にとりかかっている関係で東京工業大学の先生方とやっているという話を聞いて

おります。お手元に配布の資料に基づきまして説明します。（資料「有機センター臭気対

策に係る低温発酵処理の可能性検証について」により説明）結論としますと両方ともメリ

ット、デメリットがありますので、今後についてもさらに検証を続けたいと考えておりま

す。以上、経過について報告させていただきました。 

岡部委員長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

関矢委員  現時点での総括の中に、嫌気性発酵するには３カ月ぐらいかかると、そのために

は現時点の有機センターのところでは場所的に難しいということなんですけども、これ３

カ月で約 1,800 トン、これを処理する、貯蔵する場所となるとどのくらいのスペースが必

要になりますか。 

星農林課長  実際にそれを積み上げたときに、その水分量でどのくらい崩れ落ちてくるかと

いうのがわからないのですが、最低でも星健さんらと検証した結果によると高さ的に３メ

ートルからの積み上げで、約 3,000 平米くらいいるのではないかということです。 

関矢委員  ３メートルの積み上げで、3,000 平米くらい、それ一つあって日々出てくるわけ

ですよね、有機センターから毎日 20 トンずつ。積み上げるというのは上に上に重ねてい

くわけだろうけども、３カ月たったらどういう処理方法になるんでしょうか。 

星農林課長  基本的に１日目のものが入って３メートルの量ですと、有機センターの場合１

日 20 トンくらい入りますので、その大きさにもよりますけども端から積んでいくという

形で、３カ月たったところから端から出していくというパターンであればできなくもない

かと思います。 

佐藤市長  前のし尿処理場をイメージしてもらうとわかるんですけども、浄化槽といわれる

貯留槽に一旦し尿が入ってきて、破砕したあと貯留槽で貯留したその一部を出しながら調

整していくという形ですので、一旦はそういう形で、逆に外気に触れさせると臭気的なも

のが出てくる可能性もあるので、やっぱりそういう部分がやるとすれば必要になってくる

のかなと思いますので、臭気を撹拌させるというわけにもならないと思いますので、その

施設の中ではなかなか貯留するのが困難だろうと思ってますので、今の報告が完全である

とは言えませんけども、今実験段階でありますのでこれから周辺への臭気の飛散、あるい

は施設内の作業環境を良くするということに視点を置いてやっていかなきゃいけないの

かなと思ってますので、方向とすれば一般廃棄物である人糞も家畜も同じ処理方法とれる

んだろうなと思ってますので、そういったことで方法はいろいろあると思います。今この
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星健さんを初め大学とも協議体制でちょっと考えてるところでありますので、これからの

推移を見守りたいと思ってます。 

岡部委員長  ほかに質疑はありませんか。（なし）質疑を終結します。本件については、以

上としたいと思います。 

 

・魚沼市水道事業・下水道事業経営戦略(案)について 

 

岡部委員長  次に、魚沼市水道事業経営戦略（案）及び魚沼市下水道事業経営戦略（案）に

ついて、それぞれ資料が配布されていますので執行部より説明を求めます。 

滝沢ガス水道局長  本日お配りしました経営戦略について概要説明いたします。（資料「魚

沼市水道事業経営戦略（案）」及び「魚沼市下水道事業経営戦略（案）」により説明）これ

は国の地方財政制度改革の一環として、公営企業の経営効率化の具体的な取り組みとして

出てきたものでございます。国からは経営戦略を平成 30 年度までに策定するよう求めら

れております。当市においては平成 23 年度から 27 年度までを計画期間とした公営企業の

経営計画を策定済みでありました。その次期計画として、先ほどの要請がありましたので

本経営戦略を策定したものであります。なお、この策定により水道事業の高料金対策、あ

るいは下水道事業の高資本対策に係る地方交付税の交付要件になっておりまして、これを

提出しないと下水道については交付税がこないという状況になりますので、それを見越し

た上での策定でございます。内容は、経営基盤の強化と経営の健全化を図るため、見やす

くしようということで図やグラフで状況を把握、分析し、将来の当市財政計画等の推計を

行ってるところでございます。現状では一般会計からの繰入金等による影響も大きいわけ

でありますが、現状におきましては２つの事業とも収支は均衡となっておりますので健全

な経営状況と言えます。ただ、将来にわたって経営の健全性を継続していく必要が求めら

れておりますので、これにつきましては毎年度進捗管理を実施して内容を見直していかな

ければならないと考えております。なお、計画期間につきましては平成 28 年度から平成

37 年度までの 10 年間としております。これは魚沼市第二次総合計画及び財政計画等と同

様の期間です。今後の取り組みですが、来週６日に魚沼市公営企業等運営審議会へ説明し、

７日に市の庁議へ、今現在県市町村課へ内容の確認を依頼中であります。 

岡部委員長  これから質疑を行います。質疑はありませんか。（なし）質疑を終結いたしま

す。本件については、以上としたいと思います。 

   この他、執行部から報告事項等はありませんか。（なし）委員のみなさんから、ご意見、

協議事項等はありませんか。（なし）本日の会議録の調製については委員長に一任願いま

す。以上で、本日の産業建設委員会は閉会いたします。 

 

  閉  会（14：06） 

 

 

 

 


